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水
槽
展
示
が
一
新
さ
れ
た
。

二
十
個
に
増
え
た
小
型
水
槽
に

は
イ
シ
ド
ジ
ョ
ウ
や
オ
ヤ
ニ
ラ

ミ
な
ど
が
魚
種
別
に
展
示
さ

れ
、
カ
エ
ル
や
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ

リ
も
観
察
し
や
す
く
な
っ
た
。

渓
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
型
水

槽
で
は
ア
マ
ゴ
や
ゴ
ギ
、
ウ
ナ

ギ
が
泳
ぐ
。
全
国
の
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
を
撮
影
し
て
い
る
男
性 

                 

お
よ
そ
百
年
前
、
昭
和
初
期

に
野
田
富
示
仁
が
撮
影
し
た
茶

摘
み
の
様
子
で
あ
る
。
五
輪
山

な
ど
背
景
の
山
並
み
か
ら
、
太

田
川
を
は
さ
ん
だ
加
計
・
見
入

ケ
崎
だ
と
分
か
る
。 

太
田
川
流
域
の
村
々
で
は
古 

      

   

は
「
両
生
類
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が

す
ご
い
。
水
族
館
よ
り
興
奮
す

る
」
と
喜
ん
で
い
た
。 

 

カ
フ
ェ
で
は
、
本
宮
炎
理
事

長
が
焙
煎
す
る
コ
ー
ヒ
ー
や
宇

治
園
製
茶
（
尾
道
市
）
の
協
力

に
よ
る
茶
葉
を
使
用
し
た
メ
ニ

ュ
ー
が
並
ぶ
。「
三
段
峡
の
軟
水

の
良
さ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
一
杯
ず
つ
丁
寧
に
入
れ 

               

く
か
ら
茶
の
生
産
が
盛
ん
で
、

広
島
藩
の
地
誌
、
芸
藩
通
志
の

山
県
郡
の
巻
に
は
「
茶 

大
田

庄
よ
り
出
す
、
青
茶
、
番
茶
あ

り
、
発
売
甚
だ
し
」
と
あ
る
。
青

茶
は
緑
茶
（
煎
茶
）
を
指
し
、
番

茶
は
日
干
し
に
し
て
褐
色
を
帯

び
た
素
朴
な
茶
で
あ
る
。
広
島

県
の
番
茶
生
産
量
は
明
治
末
期 

        

て
い
る
。
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
な
ら
で

は
の
メ
ニ
ュ
ー
は
見
浦
牛
せ
い

ろ
、
琥
珀
糖
茶
菓
子
、
プ
リ
ン
。 

 

海
外
で
茶
道
上
田
宗
箇
流
を

教
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

ア
ダ
ム
・
宗
夢
・
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス

キ
さ
ん
が
四
月
二
十
三
日
、
寺

ケ
瀬
で
お
茶
を
点
て
、
お
弟
子

さ
ん
や
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
が

楽
し
ん
だ
。
ア
ダ
ム
さ
ん
は
「
新

し
い
お
茶
の
楽
し
み
方
。
清
ら

か
な
生
き
た
軟
水
。
茶
室
で
は

味
わ
え
な
い
新
鮮
で
優
し
い
風

味
を
感
じ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。 

     

広
島
都
市
学
園
大
学
健
康
科

学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
石
倉
英
樹
助
教
授
と
ゼ
ミ

の
学
生
六
人
が
四
月
十
八
日
、

三
段
峡
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
現

状
や
車
イ
ス
観
光
の
可
能
性
に 

    

に
、
全
国
五
位
を
誇
っ
て
い
た
。 

 

写
真
は
整
然
と
し
た
煎
茶
用

の
茶
園
だ
が
、
農
家
の
多
く
は

ヤ
マ
チ
ャ
と
呼
ば
れ
る
半
自
生

的
な
木
を
番
茶
に
使
用
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
ほ
と

ん
ど
作
ら
れ
て
い
な
い
が
、
田

ん
ぼ
の
石
垣
や
植
林
地
の
林
床

に
ヤ
マ
チ
ャ
が
残
っ
て
い
る
。 

       

    

さ
ん
け
ん
の
相
談
役
で
あ

り
、
徳
島
大
学
「
人
と
地
域
共

創
セ
ン
タ
ー
」
の
吉
田
秀
政
准

教
授
が
四
月
十
二
日
、
Ｌ
Ｏ
Ｕ

Ｐ
Ｅ
を
訪
れ
、
さ
ん
け
ん
の
課

題
や
運
営
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
本
宮
炎
理
事
長
や
小

林
久
哉
副
理
事
長
、
井
上
嵩
裕

隊
員
ら
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

吉
田
さ
ん
は
、「
三
段
峡
で
過
去

に
起
こ
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ 

    

つ
い
て
調
査
し
た
。 

 

さ
ん
け
ん
会
員
の
元
広
修
爾

さ
ん
が
、
車
イ
ス
観
光
を
卒
論

の
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
石
倉
ゼ

ミ
へ
三
段
峡
を
紹
介
し
た
。
結

果
は
後
日
発
表
さ
れ
る
。 

     

三
段
峡
の
入
り
口
、
柴
木
集

落
の
山
中
で
も
見
つ
か
る
。
以

前
は
茶
畑
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

柴
木
に
は
三
段
峡
ホ
テ
ル
の
高

下
さ
ん
の
茶
畑
が
あ
り
、
昔
な

が
ら
の
番
茶
を
作
っ
て
い
る
。

茶
葉
を
筵
（
む
し
ろ
）
に
広
げ
、

ホ
テ
ル
前
で
手
揉
み
す
る
奥
さ

ん
が
見
ら
れ
る
。（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

ズ
ム
の
弊
害
が
今
も
続
い
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
。 

 
 

    

二
〇
二
四
年
度
サ
ン
ト
リ
ー

世
界
愛
鳥
基
金
の
贈
呈
式
が
四

月
二
十
二
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
学
士
会
館
で
開
か
れ
、
さ

ん
け
ん
ヤ
マ
セ
ミ
部
顧
問
の
上

野
吉
雄
さ
ん
と
本
宮
宏
美
事
務

局
長
が
出
席
し
た
。「
ヤ
マ
セ
ミ

の
環
境
保
全
活
動
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
」
事
業
に
よ
る
個
体
数
の

確
認
と
人
工
巣
穴
の
設
置
、
保

全
の
周
知
が
補
助
対
象
で
あ

る
。
昨
年
に
続
き
二
年
目
で
、
補

助
金
は
八
十
九
万
円
。 

      
 

       

三
月
に
発
行
し
た
井
上
隊
員

の
活
動
報
告
を
挨
拶
し
な
が
ら

配
布
し
た
取
り
組
み
を
、
地
域

と
と
も
に
歩
む
行
動
と
し
て
、

高
く
評
価
し
た
。 

     

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

四
月
、
三
段
峡
の
探
勝
路
二
区

間
で
清
掃
活
動
を
し
た
。
さ
ん

け
ん
流
川
部
の
九
人
は
十
五
日

に
餅
ノ
木
口―

三
ツ
滝
間
で
、

一
般
募
集
の
十
三
人
は
二
十
日

に
正
面
口―

石
樋
間
で
、
サ
サ

刈
り
や
土
砂
、
流
木
、
落
ち
葉
を

撤
去
し
た
。
深
入
山―

水
梨
口

間
の
道
路
と
猿
飛
・
二
段
滝
へ

の
探
勝
路
が
不
通
に
な
り
、
整

備
し
た
両
区
間
は
三
段
峡
観
光

の
主
要
コ
ー
ス
に
な
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

へ
は
正
面
口
か
ら
し
か
行
け
な

い
。
か
つ
て
悪
谷
と
言
わ
れ
た
三

段
峡
は
、
崖
崩
れ
の
積
み
重
ね
で

形
成
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
と
自
然

の
美
し
さ
に
想
い
を
巡
ら
す
。 

 

陶芸つながりの三段峡         
小早川智里さん 

   

広島市出身、陶芸家。佐賀大学

芸術地域デザイン学部有田セラ

ミック分野卒業。陶芸家である

本宮炎理事長との出会いもあっ 

て 2022 年、安芸太田町加計にアトリエを構え

た。昨年 8月には広島市内で初個展を開いた。 

 花崗岩の白さが有田の風景を思い出させてく

れる三段峡へは以前から訪れていた。その豊か

な自然や歴史の奧深さを知るたびに三段峡の魅

力に取りつかれている。ＬＯＵＰＥで販売する

Ｔシャツやキーホルダーなど、三段峡オリジナ

ルのお土産品の開発に携わり、商品展示のデザ

インにも工夫を凝らしている。     （宏） 

この人 
人 

▼
悪
谷 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

二
〇
一
九
年
以
来
五
年
ぶ
り

に
「
三
段
峡
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

が
開
か
れ
る
な
ど
、
ゴ
ー
ル
デ
ン 

 

一口メモ 

ウ
イ
ー
ク
の
三
段
峡
は
、
新
緑

を
楽
し
む
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
た
だ
、
深
入
山―

水
梨
口
間

の
道
路
と
水
梨―

猿
飛
・
二
段

滝
間
が
不
通
に
な
り
、
三
段
滝 

      

茶
ど
こ
ろ
太
田
川
流
域 
ヤ
マ
チ
ャ
今
に
残
る 

（１８） 

LOUPE 充実 ２年目オープン 

魚種別展示 カフェ店開き 
お
茶
イ
ベ
ン
ト 

「生
き
た
軟
水 

茶
室
に
は
な
い
風
味
」 

２年目を迎えた三段峡ビジターセンターＬＯＵＰＥが４

月６日、水槽設備を増やして展示を充実し、カフェ部門は

三段峡らしいメニューをそろえて店開きした。寺ケ瀬の水

で茶を点てるイベントも開かれ、新しい一歩を踏み出した。 

 

 

 

 

 

 LOUPE開店 写真 

車
イ
ス
観
光
の
可
能
性
調
査 

三
段
峡 

広
島
都
市
学
園
大
の
学
生 

サ
ン
ト
リ
ー
愛
鳥
基
金 

八
十
九
万
円
補
助 

二
十
二
人
参
加 

二
区
間
で
清
掃 

相
談
役
の 

吉
田
さ
ん 

 

課
題
や
運
営 

ア
ド
バ
イ
ス 

 

寺ケ瀬で茶を点てるアダムさん 

「ニホンヒキガエル、恐くないもん」 


